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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第２四半期
連結累計期間

第55期
第２四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 4,595,320 4,448,688 9,528,992

経常利益又は経常損失（△） （千円） 52,844 △51,960 106,905

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） 38,821 △91,346 108,441

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 299,045 △135,206 441,751

純資産額 （千円） 8,583,274 8,547,421 8,725,980

総資産額 （千円） 11,197,447 11,409,146 11,088,129

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 6.26 △14.74 17.51

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.4 73.1 76.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 466,501 △3,432 783,251

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △18,575 11,000 △40,438

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △45,142 △45,142 △46,933

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 3,065,069 3,346,318 3,407,538

 

回次
第54期

第２四半期
連結会計期間

第55期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は　

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 3.97 △6.04

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第55期第２四半期連結累計期間は１株当

たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第54期第２四

半期連結累計期間及び第54期は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による積極的な経済政策や日銀による金融緩和策を背

景に円安・株高が進み、輸出関連企業を中心に企業収益の改善や設備投資の回復、雇用情勢の改善などにより景気

は緩やかな回復基調が続いておりますが、一方で消費税増税に伴う駆け込み需要の反動や円安による輸入コストの

増加など、景気への影響が懸念されることから、先行きに不透明な状況となっております。

印刷業界におきましては、引き続き厳しい事業環境が続くものと予想され、より一層の経営の効率化や合理化

等が求められる状況となっております。

このような状況のもと当社グループは、今期の重点施策として国内外における生産体制の再整備、タッチパネ

ル関連ビジネスの強化等を掲げ、積極的な受注活動を展開しておりますが、海外展開においてローカルメーカーと

のコスト競争激化などにより受注獲得には厳しい状況が続いており、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,448

百万円（前年同期比96.8％）となりました。利益面におきましては、売上高及び売上総利益率の減少により85百万

円の営業損失（前年同期は22百万円の営業損失）、経常損失は為替差益等の計上がありましたが51百万円（前年同

期は52百万円の経常利益）、四半期純損失は日本国内の工場統廃合に伴う減損損失及び工場再編損の計上があり91

百万円(前年同期は38百万円の四半期純利益)となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①　日本

国内市場は引き続き厳しい事業環境が続いておりますが、従来型の一般シール・ラベル等の受注確保及びス

マートフォンやカーナビ向けのタッチパネル関連製品の受注活動を積極的に展開してまいりました。その結果、当

第２四半期の売上高は2,840百万円(前年同期比90.9％)、セグメント利益は56百万円(前年同期比48.0％)となりま

した。なお、日本に所属する連結子会社は、三光プリンティング株式会社であります。

 

②　中国

日本国内の営業部門との連携を深め受注拡大を目指しており、特に昨年開設した蘇州営業所は燦光電子（深

圳）有限公司からの応援を仰ぎ新規開拓に注力してまいりましたが、当第２四半期の売上高は1,319百万円(前年同

期比104.6％)、セグメント損失は78百万円(前年同期は56百万円のセグメント損失)となりました。なお、中国に所

属する連結子会社は、光華産業有限公司及び燦光電子(深圳)有限公司であります。

 

③　マレーシア

日本から営業・製造の両面で支援を行い、営業力強化と効率的な生産体制の向上を図り、業績回復に向けた活

動を展開しておりますが、当第２四半期の売上高は289百万円(前年同期比139.0％)、セグメント損失は71百万円

(前年同期は58百万円のセグメント損失)となりました。なお、マレーシアに所属する連結子会社は、サンコウサン

ギョウ(マレーシア)ＳＤＮ.ＢＨＤ.であります。
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(2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、仕入債務の増加等の資金の

増加要因によって、3,346百万円（前年同期比281百万円増）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、仕入債務の増加額593百万円等の資金の増加要因はありましたが、税金等調整

前四半期純損失91百万円、売上債権の増加額295百万円、たな卸資産の増加額187百万円等の資金の減少要因によっ

て3百万円（前年同期は466百万円の資金の獲得）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は、有形固定資産の取得による支出32百万円等の資金の減少要因はありましたが、

定期預金の払い戻しによる収入40百万円の資金の増加要因により、11百万円（前年同期は18百万円の資金の使用）

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、主に親会社による配当金の支払額43百万円により45百万円（前年同期に同じ）

となりました。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当社グループを取り巻く環境は、一段と厳しさを増しております。

　このような状況の下、日本国内においては将来に向けた安定的な収益基盤の確立のため、子会社三光プリンティ

ング株式会社を含め、シール・ラベル製造４工場を１つに統合し、国内需要に対応した生産体制の集約化を決定い

たしました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間において、(1）業績の状況に記載のとおり、減損損失27百万円及び工場再

編損13百万円を特別損失に計上しております。

 

(4)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,200,000

計 15,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末　　
現在発行数（株）

（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月13日）

上場金融商品取引所名　　
又は登録認可金融商品　　
取引業協会名

内容

普通株式 7,378,800 7,378,800

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 7,378,800 7,378,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資 本 金 残 高
（千円）

資 本 準 備 金
増減額(千円)

資本準備金残
高 ( 千 円 )

 平成26年７月１日～

 平成26年９月30日
－ 7,378,800 － 1,850,750 － 2,272,820
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

鈴木　佳子 東京都目黒区 315,567 4.28

株式会社みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）

東京都千代田区大手町一丁目５番５号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）
309,100 4.19

三光産業取引先持株会 東京都渋谷区神宮前三丁目42番６号 308,300 4.18

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 304,320 4.12

土田　雄一 東京都国分寺市 282,337 3.83

吉田　文子 東京都国立市 281,338 3.81

鮫島　英子 長崎県長崎市 274,851 3.72

小舘　雅子 東京都杉並区 232,527 3.15

佐伯　哲郎 東京都練馬区 205,600 2.79

第一生命保険株式会社

（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町一丁目13番１号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）
171,000 2.32

計 － 2,684,940 36.39

　（注）上記のほか、自己株式が1,185,700株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年9月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,185,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,189,200 61,892 －

単元未満株式 普通株式　　　3,900 － －

発行済株式総数 7,378,800 － －

総株主の議決権 － 61,892 －

 

②【自己株式等】

平成26年9月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合(％)

　三光産業株式会社
東京都渋谷区神宮前

三丁目42番６号
1,185,700 － 1,185,700 16.07

計 － 1,185,700 － 1,185,700 16.07

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,351,716 3,270,965

受取手形及び売掛金 2,546,324 2,799,705

有価証券 113,287 91,133

商品及び製品 523,248 668,427

仕掛品 200,709 164,553

原材料及び貯蔵品 194,583 256,551

その他 55,914 103,198

貸倒引当金 △547 △264

流動資産合計 6,985,238 7,354,270

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,000,468 2,971,851

減価償却累計額 △2,134,351 △2,161,663

建物及び構築物（純額） 866,117 810,187

機械装置及び運搬具 2,771,394 2,730,733

減価償却累計額 △2,271,820 △2,283,476

機械装置及び運搬具（純額） 499,574 447,256

工具、器具及び備品 186,955 208,566

減価償却累計額 △161,850 △165,684

工具、器具及び備品（純額） 25,105 42,882

土地 1,659,834 1,641,859

リース資産 17,055 17,055

減価償却累計額 △7,544 △9,250

リース資産（純額） 9,510 7,804

建設仮勘定 － 4,693

有形固定資産合計 3,060,141 2,954,683

無形固定資産   

ソフトウエア 9,519 8,312

無形固定資産合計 9,519 8,312

投資その他の資産   

その他 1,111,160 1,167,391

貸倒引当金 △77,929 △75,511

投資その他の資産合計 1,033,230 1,091,879

固定資産合計 4,102,890 4,054,876

資産合計 11,088,129 11,409,146
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,521,962 2,068,173

未払法人税等 40,253 16,052

賞与引当金 111,031 112,429

その他 240,020 203,163

流動負債合計 1,913,268 2,399,819

固定負債   

長期未払金 36,673 35,103

退職給付に係る負債 366,582 358,991

その他 45,624 67,811

固定負債合計 448,880 461,905

負債合計 2,362,149 2,861,724

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,850,750 1,850,750

資本剰余金 2,272,820 2,272,820

利益剰余金 5,337,899 5,203,201

自己株式 △1,013,792 △1,013,792

株主資本合計 8,447,676 8,312,978

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 59,060 105,750

為替換算調整勘定 △10,084 △77,343

その他の包括利益累計額合計 48,976 28,406

少数株主持分 229,326 206,036

純資産合計 8,725,980 8,547,421

負債純資産合計 11,088,129 11,409,146
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 4,595,320 4,448,688

売上原価 3,727,408 3,644,560

売上総利益 867,912 804,128

販売費及び一般管理費   

役員報酬及び給料手当 362,355 351,525

賞与引当金繰入額 67,320 70,990

退職給付費用 20,861 24,443

福利厚生費 75,313 77,529

その他 364,616 365,443

販売費及び一般管理費合計 890,465 889,932

営業損失（△） △22,553 △85,804

営業外収益   

受取利息 3,224 2,228

受取配当金 5,498 6,826

貸倒引当金戻入額 30,265 2,336

為替差益 29,688 18,964

その他 7,802 5,215

営業外収益合計 76,480 35,572

営業外費用   

賃貸建物減価償却費 309 286

その他 772 1,441

営業外費用合計 1,081 1,727

経常利益又は経常損失（△） 52,844 △51,960

特別利益   

固定資産売却益 955 536

特別利益合計 955 536

特別損失   

固定資産処分損 148 23

減損損失 － ※１ 27,066

工場再編損 － ※２ 13,343

特別損失合計 148 40,432

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
53,651 △91,856

法人税、住民税及び事業税 27,990 12,669

法人税等調整額 490 7,311

法人税等合計 28,480 19,980

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
25,170 △111,836

少数株主損失（△） △13,650 △20,490

四半期純利益又は四半期純損失（△） 38,821 △91,346

 

EDINET提出書類

三光産業株式会社(E00712)

四半期報告書

11/19



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
25,170 △111,836

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 42,076 46,949

為替換算調整勘定 231,798 △70,319

その他の包括利益合計 273,874 △23,370

四半期包括利益 299,045 △135,206

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 288,791 △111,916

少数株主に係る四半期包括利益 10,254 △23,290
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
53,651 △91,856

減価償却費 102,487 101,301

役員退職慰労未払金の増減額（△は減少） － △1,570

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,469 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △7,591

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,909 1,565

減損損失 － 27,066

工場再編損 － 13,343

貸倒引当金の増減額（△は減少） △30,265 △2,700

受取利息及び受取配当金 △8,723 △9,055

売上債権の増減額（△は増加） 199,684 △295,771

たな卸資産の増減額（△は増加） △172,519 △187,426

その他の流動資産の増減額（△は増加） 26,526 △45,919

仕入債務の増減額（△は減少） 303,705 593,218

未払金の増減額（△は減少） △43,264 △8,449

その他 23,807 △72,124

小計 468,530 14,030

利息及び配当金の受取額 9,101 9,757

法人税等の支払額 △11,129 △27,219

営業活動によるキャッシュ・フロー 466,501 △3,432

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 14,287 40,877

有形固定資産の取得による支出 △41,570 △32,447

投資有価証券の取得による支出 △5,857 △4,781

その他 14,565 7,351

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,575 11,000

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △43,351 △43,351

その他 △1,790 △1,790

財務活動によるキャッシュ・フロー △45,142 △45,142

現金及び現金同等物に係る換算差額 93,188 △23,645

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 495,971 △61,220

現金及び現金同等物の期首残高 2,569,097 3,407,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,065,069 ※ 3,346,318
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　減損損失

　当社は、工場統廃合を決定した工場の土地・建物について減損損失27,066千円を特別損失に計上しており

ます。

 

※２　工場再編損

　建物撤去費用について、工場再編損13,343千円を特別損失に計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日

至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 2,951,108千円 3,270,965千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △55,706 △15,780

取得日から３ヵ月以内に償還期限の到来する

短期投資(有価証券)
169,667 91,133

現金及び現金同等物 3,065,069 3,346,318

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり　
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 43,351 7 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり　
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 43,351 7 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

 日本 中国 マレーシア 合計

売上高     

(1）外部顧客への売上高 3,125,752 1,261,636 207,931 4,595,320

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
851,178 53,303 7,444 911,926

計 3,976,931 1,314,939 215,376 5,507,247

セグメント利益又は損失（△） 118,423 △56,475 △58,310 3,636

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容

　（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 3,636

セグメント間取引消去 △26,190

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △22,553

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

 日本 中国 マレーシア 合計

売上高     

(1）外部顧客への売上高 2,840,161 1,319,441 289,085 4,448,688

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,021,425 76,309 1,652 1,099,387

計 3,861,586 1,395,751 290,738 5,548,076

セグメント利益又は損失（△） 56,860 △78,760 △71,286 △93,186

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容

　（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △93,186

セグメント間取引消去 7,382

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △85,804

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「日本セグメント」において、工場統廃合を決定した工場の土地・建物について減損損失27,066千円を

特別損失に計上しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額又は

　１株当たり四半期純損失金額（△）
 6円26銭 △14円74銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）
（千円） 38,821 △91,346

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額　

又は四半期純損失金額（△）
（千円） 38,821 △91,346

普通株式の期中平均株式数 （千株） 6,193 6,193

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失金

額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、前第２四半期連結累計期間は潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

三光産業株式会社(E00712)

四半期報告書

16/19



（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月13日

三光産業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 菅原　隆志　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 清水　芳彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三光産業株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三光産業株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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